
　
小
学
校
か
ら
高
校
（
公
立
）
で
の

い
じ
め
発
生
件
数
は
、
年
間
２
万
１

４
３
件
に
な
っ
て
い
ま
す
（
文
科
省

調
べ
、
05
年
）
。
自
殺
に
つ
な
が
る

な
ど
、
「
い
じ
め
」
は
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
で
は
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、

今
年
２
月
、
「
24
時
間
い
じ
め
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
い
じ
め

に
悩
む
子
供
た
ち
が
、
夜
間
や
休
日

を
含
め
て
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
、
全
国
統
一
の
電

話
番
号
で
す
。 

　
24
時
間
な
や
み
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＝

『
０
５
７
０
―

０
―

７
８
３
１
０
（
な

や
み
言
お
う
）
』 

　
原
則
と
し
て
、
か
け
ら
れ
た
電
話

は
、
所
在
地
の
教
育
委
員
会
の
相
談

機
関
に
接
続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
電
話
か
ら
の
発
信
は
、
発
信
場
所

の
都
道
府
県
県
庁
所
在
地
の
相
談
機

関
に
ま
ず
は
接
続
さ
れ
ま
す
。 

　
い
じ
め
は
、
一
人
で
解
決
で
き
な

い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
誰
か

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 
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Vol. 4  
2007年10月／11月 
 

　
90
年
代
に
入
る
と
、
少
子
化
が

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
18
歳

人
口
は
、
92
年
の
２
０
５
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
方
で
、
大
学
設
置
の
規

制
緩
和
も
進
み
、
学
部
も
数
多
く

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
「
環
境
」

「
人
間
」
「
総
合
」
な
ど
と
い
っ

た
名
称
が
付
く
学
部
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
少
子
化
と
、
大
学
の
入
学
定
員

の
増
加
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
大

学
全
入
時
代
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
は
、
あ
く
ま
で
定
員
上
の
こ
と
。

逆
に
、
有
名
校
を
め
ざ
す
、
ブ
ラ

ン
ド
志
向
と
も
い
え
る
傾
向
も
強

ま
っ
て
い
る
た
め
、
厳
し
い
受
験

競
争
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。 

　
入
試
制
度
は
、
以
前
に
比
べ
る

と
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
同
じ
大

学
を
複
数
の
入
試
方
法
で
何
度
も

受
験
で
き
た
り
、
試
験
科
目
を
選

べ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
親
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
自

分
自
身
の
受
験
時
を
イ
メ
ー
ジ
し

が
ち
で
あ
る
た
め
、
余
計
に
理
解

し
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
学
力
中
心
の
一
般
入
試
で
は
、

国
公
立
大
学
の
場
合
、
原
則
的
に

ま
ず
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を

受
験
し
、
そ
の
結
果
を
自
己
採
点

後
、
志
望
校
へ
願
書
を
提
出
。
次

に
、
大
学
個
別
に
実
施
さ
れ
る
二

次
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
立
大
学
で
も
、
最
近
で
は

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
大
学

も
増
え
て
い
ま
す
。 

　
推
薦
入
試
は
、
調
査
書
で
の
判

定
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
推
薦
入

試
が
増
え
る
な
ど
多
様
化
し
て
い

ま
す
。 

　
Ａ
Ｏ
入
試
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
入
試
）
も
最
近
増
え
て

い
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
面
談
を

中
心
に
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
を

通
じ
て
個
性
豊
か
な
人
材
を
獲
得

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
私
立
だ
け

で
は
な
く
、
国
公
立
で
も
採
用
す

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
明

確
な
方
向
性
が
あ
る
学
生
な
ど
に

は
、
格
好
の
手
段
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
学
校
の
雰
囲
気
を
確
認
す
る
た

め
に
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
す
る
の
が
一
番
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
大
学
の
入
試
方
法
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
目

を
通
し
ま
し
ょ
う
。 

多
様
化
す
る
入
試
制
度 

高
校
入
学
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の 

費
用
平
均
８
６
７
万
円 

　
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
い
よ
い
よ
本

格
化
し
ま
す
。
本
人
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
最
近
で
は
、
中
学
受
験
な

ど
も
増
加
し
て
、
受
験
の
低
年
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
子
供
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る

だ
け
に
、
親
自
身
も
苦
労
が
絶
え

ま
せ
ん
。 

 

し
か
も
、
教
育
費
が
ズ
シ
リ
と

両
肩
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
情
報

を
集
め
、
事
前
に
資
金
プ
ラ
ン
を

立
て
る
こ
と
な
ど
、
着
実
な
計
画

が
大
切
で
す
。 

　
教
育
費
全
体
や
、
進
学
、
学
生

生
活
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
費
用
が
か

か
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
学
習
塾
利
用
の
割
合
を
み
る
と
、

中
学
校
公
立
が
74
・
４
％
で
、
小

学
校
公
立
で
も
41
・
３
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
費
用
の
平
均
は
、
年

間
で
公
立
の
中
学
生
が
約
23
万
円
、

公
立
の
小
学
生
で
も
約
14
万
円
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
（
文
科
省
調
べ
。

04
年
度
）
。
ゆ
と
り
教
育
の
な
か
で
、

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
身
に
付

け
さ
せ
た
い
と
考
え
る
親
も
多
い

の
で
す
。 

　
大
学
受
験
時
は
、
受
験
料
や
入

学
校
へ
の
納
入
金
だ
け
で
は
な
く
、

未
入
学
校
へ
納
付
す
る
お
金
も
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
大
学
の
初
年
度
納
入
金
（
入
学

金
、
授
業
料
、
施
設
設
備
費
）
は
、

国
立
大
学
で
も
約
81 
・ 
9
万
円
で

す
（
文
科
省
調
べ
・
06
年
度
）
。 

　
こ
れ
が
私
立
と
な
る
と
、
文
系

で
約
１
１
３
・
9
万
円
、
理
系
で

１
４
８
・
9
万
円
（
文
科
省
調
べ
、

05
年
度
）
と
な
り
ま
す
。 

　
高
校
入
学
か
ら
大
学
卒
業
ま
で

に
か
か
る
費
用
は
、
子
供
一
人
あ

た
り
平
均
約
８
６
７
万
円
で
す
。

ま
た
自
宅
外
通
学
だ
と
、
親
は
、

年
間
約
98
万
円
を
仕
送
り
し
て
い

ま
す
（
国
民
生
活
金
融
公
庫
調
べ
、

06
年
度
）
。 

　
進
学
は
人
生
の
岐
路
の
一
つ
で
す
。

親
子
と
も
、
最
新
の
情
報
を
集
め
、

将
来
を
見
す
え
た
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。 

受
験
シ
ー
ズ
ン
本
格
化
！ 

多
様
化
す
る 

入
試
制
度
と 

か
か
る
教
育
費 

受
験
シ
ー
ズ
ン
本
格
化
！ 

多
様
化
す
る 

入
試
制
度
と 

か
か
る
教
育
費 

《第１日》 
公　　民   「現代社会」「倫理」「政治・経済」 
地理歴史   「世界史A」「世界史B」「日本史A」「日本史B」「地理A」「地理B」 
国　　語   「国語」 
外  国  語   「英語」「ドイツ語」「フランス語」「中国語」「韓国語」 
《第２日》 
理 科 ①  「理科総合B」「生物Ⅰ」 
数 学 ①  「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学A」  
数 学 ②  「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学B」「工業数理基礎」「簿記・会計」「情報関係基礎] 
理 科 ②  「理科総合A」「化学」 
理 科 ③  「物理Ⅲ」「地学」 

■大学入試センター試験日程 
●試験日：2008 年１月19日（土）、20日（日） 
●検定料：３科目以上を受験する場合18,000円。２科目以下を受験する場合12,000円 
●試験教科・科目 

リクルート進学ネット　　　　　　http://shingakunet.com/index.html 

マイナビ進学　　　　　　　　　　http://shingaku.mynavi.co.jp/ 

日経進学Ｎavi   大学・短大リサーチ 　  http://daigaku.shingakunavi.jp/p/ 

旺文社パスナビ　　　　　　　　　http://passnavi.evidus.com/ 

学研進学ネット　サガスクール　　http://www.gakken-shingaku.net/ss/ 

大学入試センター大学進学案内　　http://www.heart.dnc.ac.jp/

■お役立ちサイト 
 

「
24
時
間
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
開
設
。 

 

一
人
で
苦
し
ま
ず
相
談
を 

■大学の初年度納入金（入学金、授業料、施設設備費の合計） 
　（05年、06年　文部科学省調べ） 

 国　立（06年）　　　　　　　　　　　　　　    81.7万円 

 私　立（05年）  文　　系　　　　　　　　    　113.9万円 

　　　　　　　　理　　系　　　　　　　　　　148.9万円 

　　　　　　　　医　　科　　　　　　　　　　511.1万円 

　　　　　　　　歯　　科　　　　　　　　　　498.9万円 

　　　　　　　   その他（家政・芸術など）　　144.3万円 
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　大学や短大、専門学校への受験時に、

いわゆる滑り止めのため、入学を決めて

いなくても入学金や授業料を払い込む場

合がありました。しかし、入学する学校

が決まった後で未入学校へ返還を求めて

も、学校側が拒否していました。受験生

側は、「仕方ない」とあきらめるほかな

い状況でした。 

　昨年11月、最高裁で、大学に入学後、

入学を辞退した元受験生が、前納した入

学金や授業料などの返還を求めた訴訟の

判決がありました。裁判長は、「実害を

超える賠償を禁じた消費者契約法が適用

される」という判断を示しました。その

うえで、新年度開始前に入学辞退を申し

出れば、入学金については、「入学でき

る地位を得るための対価」として返還を

認めませんでしたが、授業料については

全額返還する義務があるとしました。 

　なお、消費者契約法施行以前（01年度

入試以前）の元受験生に対しては、大学

側に返還義務はないとしています。 

入学辞退時の納付済み 
入学金、授業料 

次号Vol.５（12月／１月）では、「年末・年始をお得に楽しく過ごそう」「ローンの借り方、返し方」を予定しています。 

  

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
使
っ
て
い
る
ア

イ
シ
ャ
ド
ウ
や
チ
ー
ク
選
び
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。 

　
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
は
ペ
ン
シ
ル
タ
イ

プ
の
も
の
で
、
色
は
ベ
ー
ジ
ュ
。
ペ

ン
シ
ル
タ
イ
プ
は
使
い
や
す
く
て
オ

ス
ス
メ
で
す
よ
！ 

　
チ
ー
ク
は
練
り
チ
ー
ク
で
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
香
り
が
す
る
も
の
。
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に
、
中
指
と
薬

指
の
２
本
で
ポ
ン
ポ
ン
と
た
た
い
て

頬
に
の
せ
る
感
じ
。
そ
の
後
に
パ
ウ

ダ
ー
を
の
せ
る
と
自
然
な
仕
上
が
り

に
な
り
ま
す
よ
。 

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
あ
ま
り
メ
イ
ク

し
な
い
ん
だ
け
ど
、
す
る
と
し
た
ら

目
元
を
し
っ
か
り
。
リ
ッ
プ
は
ピ
ン

ク
ベ
ー
ジ
ュ
で
落
ち
着
か
せ
る
の
が

好
き
で
す
ね
。 

　
で
も
、
ま
だ
ま
だ
メ
イ
ク
下
手
だ

か
ら
、
撮
影
の
合
間
に
メ
イ
ク
さ
ん

の
技
を
盗
み
見
し
な
き
ゃ
（
笑
） 

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
い
情
報
が
あ
っ

た
ら
皆
さ
ん
に
も
報
告
し
ま
す
ね
〜
。 

h
ttp
://a
m
e
b
lo
.jp
/ta
ka
g
a
ki-re

iko
/ 

　
大
学
の
初
年
度
納
入
金
だ
け
で
も
、

親
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
す
。

し
か
も
、
賃
金
が
右
肩
上
が
り
で
は

な
い
時
代
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
入
学
費
用
を
、
外
部
か

ら
調
達
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
入
学
費
用
を
借
り
入
れ
た
人
の
割

合
を
、
東
京
私
大
教
連
が
関
東
１
都

５
県
の
私
立
大
学
を
対
象
に
調
査
（
06

年
）
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ほ
ぼ
４
人
に

一
人
（
27
・
７
％
）
と
な
り
、
借
入
の
平

均
額
も
１
７
４
・
３
万
円
で
し
た
。

し
か
も
、
前
年
に
比
べ
５
・
８
％
借

り
入
れ
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
「
受
験
か
ら
入
学
ま
で
の

費
用
」
の
「
負
担
感
」
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
た
い
へ
ん
重
い
」
「
重
い
」

が
、
約
９
割
（
89
・
７
％
）
に
上
っ

て
い
ま
す
。 

　
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
合
、

公
的
な
貸
付
と
し
て
、
国
民
生
活
金

融
公
庫
の
「
教
育
一
般
貸
付
」
、
各

都
道
府
県
の
年
金
福
祉
協
会
な
ど
で

取
り
扱
う
「
年
金
教
育
貸
付
」
が
あ

り
ま
す
。
教
育
一
般
貸
付
の
場
合
は
、

学
生
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
を
限

度
に
借
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

　
こ
の
他
、
民
間
金
融
機
関
で
も
教

育
ロ
ー
ン
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
ろ
う

き
ん
の
場
合
、
変
動
金
利
型
と
固
定

金
利
型
が
あ
り
、
団
体
会
員
は
金
利

が
優
遇
さ
れ
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
住
宅
ロ
ー
ン
返

済
と
重
な
っ
た
り
す
る
と
負
担
感
は

増
し
ま
す
。
家
計
全
体
を
考
え
、
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
や
チ
ー
ク
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
を
公
開
！ 

教
育
ロ
ー
ン
を
上
手
に
利
用 

奨
学
金
を
使
い
自
力
で
勉
強 

　
学
費
や
授
業
料
は
、
学
生
本
人
が

調
達
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の

一
つ
が
「
奨
学
金
」
で
す
。 

　
奨
学
金
に
は
、
返
還
の
必
要
の
な

い
給
付
と
、
必
要
の
あ
る
貸
与
が
あ

り
ま
す
。
人
物
、
学
業
と
も
優
秀
で

あ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
面
で

特
出
し
た
才
能
を
も
っ
て
い
れ
ば
、

授
業
料
が
免
除
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。 

　
奨
学
金
は
、
「
国
の
奨
学
金
」
と

も
い
え
る
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
・

日
本
育
英
会
）
の
ほ
か
、
各
種
民
間

団
体
、
自
治
体
な
ど
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。 

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
場
合
、
無

利
息
か
利
息
付
か
で
、
第
１
種
と
第

２
種
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
違
い
は
、

所
得
と
学
力
要
件
に
な
り
ま
す
。
第

１
種
は
、
学
力
が
一
定
以
上
必
要
と

さ
れ
る
た
め
、
よ
り
枠
は
狭
く
な
り

ま
す
。 

　
こ
の
奨
学
金
は
、
入
学
前
に
予
約

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
一
般
的

に
は
、
入
学
後
に
申
し
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
在
学
し
て
い
る
学
校
が

窓
口
と
な
る
た
め
、
子
供
自
身
も
募
集

に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
成
績
不
問
で
給
料
も
支
給

さ
れ
る
と
い
う
点
で
魅
力
的
な
の
が
、

新
聞
奨
学
生
で
す
。
親
か
ら
の
支
援

や
仕
送
り
が
得
に
く
い
場
合
で
も
、

夢
へ
近
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ム
リ
の
な
い
上
手
な 

教
育
資
金
づ
く
り
を 第4回 

高垣麗子さん 
〈ろうきんイメージモデル〉 
プログより 

　７月に行われた参

議院選挙の投票率は

58.64％となり、04年の前回参院選を２ポイ

ントほど上回り、関心の高さをうかがわせま

した。「年金問題」「政治とカネ」などが争

点となり、結果にも影響を及ぼしました。 

　有権者が、自分の考えにマッチする政党や

立候補者を、簡単なアンケートなどで知ろう

というツールが「ボートマッチ」です。今回

の参院選でも、毎日新聞や読売新聞のインタ

ーネットサイトなどで盛んに行われました。

例えば、自分が最も争点と考えるポイントを、

いくつかの項目から選びます。さらに、ある

問題に対する考え方などを答えます。それら

がすべて終わると、自分と考えが最も近い政

党などを「表示」してくれるのです。 

　元々はヨーロッパで始まり、各国で行われ

るようになりました。今後日本でも、投票先

を選択する際のヒントとして広がると予想さ

れています。 

 

ボートマッチ 
 

■教育ローン比較 （各ホームページより：9月15日調べ） 

『ろうきん』（四国ろうきんの場合） 『国民生活金融公庫』（教育一般貸付の場合） 『民間金融機関』(Ａの場合)

◇200万円借り入れ。固定金利。返済期間10年。
毎月均等額返済： 
・支払い額　月19,660円　年間235,920円
　（固定金利3.375％） 

変動方式・固定方式 
「変動＝年2.875％（最優遇金利／保証料別途）」 
「固定＝年3.375％（最優遇金利／保証料別途）」 

最高500万円 

幼稚園から大学・専門学校までの受験料や 
入学金、授業料などに。 

◇200万円借り入れ。固定金利。返済期間10年。
毎月均等額返済： 
・支払い額　月18,993円　年間227,916円
　（固定金利2.5％） 

固定方式 
「年2.5％」（07年8月10日現在） 

学生・生徒１人につき200万円以内 

学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）。 
受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・ 
宿泊費など）などに。 

◇200万円借り入れ。固定金利。返済期間10年。
毎月均等額返済： 
・支払い額　月23,118円　年間 277,416円
　（固定金利  6.900％） 

給与所得者は世帯の年間収入が990万円以内、
事業所得者は世帯の年間所得が770万円以内の
方。返済期間は10年以内（交通遺児家庭または
母子家庭の方は、１年の延長が可能。） 

借入時の年齢が満20歳以上満66歳未満で、最
終返済時の年齢が満71歳未満の方。勤続年数（自
営の方は営業年数）２年以上の方。前年度税込
年収（個人事業主は申告所得）が200万円以上
で安定かつ継続した収入の見込める方。借入期
間は６ヵ月以上10年以内。 

変動方式・固定方式 
「変動金利＝年5.525％」 
「固定金利＝年6.900％」（07年8月分） 
 

10万円以上300万円以内 

学校に納入する学費。 

日本労働者信用基金協会の保証を受けられる方。 

保証人不要。返済期間は最長15年。 

利用限度額 

金利・ 
金利方式 

使い途 

利用条件 

ローンシミュ 
レーション 
（例） 

■「借入れあり」と「借入額」の推移（全体／住居別） 

全体平均　　　  自宅外通学　　　  自宅通学 
年度 ％  　　　  万円　　　　　 ％　　　　 万円　　　　    ％             万円 

03  　　21.9      161.5    　25.8      188.8       18.4      128.8 

04  　　22.1      159.8    　25.2      182.5       19.3      134.0 

05  　　21.9      166.4    　25.5      193.1       18.7      134.5 

06  　　27.7      174.3   　 30.8      207.0　　 25.2　   138.9

資料：東京私大教連 

年度 たいへん重い　　　重い　　　それほど重くない　　重くない 

03 　　   40.4％  　　　50.1％              8.5％               1.0％ 

04 　 　  40.4％             50.3％              8.3％               1.0％ 

05　  　  40.1％             50.1％              8.9％             10.9％ 

06　　    38.8％             50.9％              9.2％ 　　　   1.1％ 

■「受験から入学までの費用」の「負担感」の推移（全体平均） 

資料：東京私大教連 

授
業
料
は
お
返
し 

し
ま
す
が
、
入
学
金
は 

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。 

本
当
は
入
学
金
も 

返
し
て
ほ
し
い
ん 

で
す
が
… 


